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令和４年度ＬＣＡ日本フォーラム役員 
（敬称略） 

会長： 

稲葉
い な ば

 敦
あつし

一般社団法人日本ＬＣＡ推進機構 理事長 

副会長： 

足立
あ だ ち

 芳
よ し

寛
ひろ

 東京工科大学 客員教授 

奈須野
な す の

 太
ふとし

 経済産業省 産業技術環境局長 

大津
お お つ

 啓司
け い じ

 一般社団法人日本自動車工業会 環境技術・政策委員会 委員長 

本田技研工業株式会社 執行役常務 

（旧） 右田
み ぎ た

 彰
あき

雄
お

一般社団法人日本鉄鋼連盟 環境・エネルギー政策委員会 委員長 

日本製鉄株式会社 代表取締役 副社長 

（新） 小川
お が わ

 博之
ひろゆき

 一般社団法人日本鉄鋼連盟 環境・エネルギー政策委員会 委員長 

JFE スチール株式会社 代表取締役 副社長 

岡村
おかむら

 隆
たか

吉
よ し

 一般社団法人日本経済団体連合会 

環境安全委員会 廃棄物・リサイクル部会 部会長代行 

太平洋セメント株式会社 常務執行役員 

玄地
げ ん ち

 裕
ゆたか

国立研究開発法人産業技術総合研究所 

安全科学研究部門 研究部門長 

監事： 

細川
ほそかわ

 浩之
ひろゆき

 一般社団法人セメント協会 生産・環境部門 リーダー 

（旧） 大渕
おおぶち

 善道
よしみち

 キヤノン株式会社 環境統括センター環境推進部

製品環境推進課長 

（新） 内藤
ないとう

 泰裕
やすひろ

 キヤノン株式会社 サステナビリティ推進本部 環境技術部

LCA・環境技術課長 
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令和３年度活動報告書

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

１．会議関係活動 

１－１．総 会 

◇令和３年 ７月 ２日  於  ハイブリッド（ｗｅｂ会議システム（Zoom）/TKP神田駅前ビジネスセンター

ホール５F 

令和２年度活動報告書（案）、令和２年度収支決算書（案）、令和３年度活動計画書（案） 

及び令和３年度収支予算書（案）を審議し承認した。 

＜令和２年度役員（敬称略）＞ 

１．会長：  稲葉 敦 一般社団法人日本ＬＣＡ推進機構理事長 

２．副会長： 足立 芳寛 東京工科大学 客員教授 

山下 隆一 経済産業省産業技術環境局長 

右田 彰雄 一般社団法人日本鉄鋼連盟 

環境・エネルギー政策委員会 委員長 

日本製鉄株式会社 代表取締役 副社長 

岡村 隆吉 一般社団法人日本経済団体連合会 

環境安全委員会 廃棄物・リサイクル部会 部会長代行 

太平洋セメント株式会社 常務執行役員 

大津 啓司 一般社団法人日本自動車工業会環境技術・政策委員会委員長 

本田技研工業株式会社 常務執行役員 

玄地 裕 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

安全科学研究部門研究部門長 

３．監事： 細川 浩之 一般社団法人セメント協会 生産・環境部門 リーダー 

大渕 善道 キヤノン株式会社 環境統括センター  

環境推進部 製品環境推進課長 

１－２．運営委員会 

１回開催し、総会付議事項等について審議、承認した。 

◇第１回 令和３年 ６月９日  於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍs）

出席： 委員 １８名、 事務局 ２名 

議題：   

１） 新運営委員および委員交代について

２） JLCA-DB海外対応WG 「The Global LCA Data Access(GLAD) Network」への対応

３） DB開示方法および会員費改訂検討について

４） 総会付議事項について（審議）

１－３．ＬＣＡ／ＤＢ委員会 

１回開催し、ＬＣＡ日本フォーラムデータベース活用状況の確認と連結データの継続作業について報告、

検討した。 

◇第１回 令和３年 ５月２８日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）

出席： 委員 １２名、 オブザーバー ２名、 事務局 １名 
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議題： 

１） データベース更新実績・整備事業（継続）報告

２） ＪＬＣＡ－ＬＣＡデータベース活用状況報告

３） JLCAデータのGLADへの登録計画（案）およびデータの部分開示について

１－４．情報企画委員会 

２回開催し、セミナー開催、ニュースレター発行計画及び情報発信等の普及活動について検討した。 

◇第１回 令和３年 ７月２９日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）

出席： 委員 ８名、 事務局 １名 

 議題：  

１） 令和２年度セミナー開催実績報告

２） 令和３年度セミナー開催計画検討

３） 令和２年度ニュースレター発行実績報告

４） 令和３年度ニュースレター発行計画検討

５） 情報発信、会員サービスについて

◇第２回 令和３年 ３月９日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom）

出席： 委員 ６名、 事務局 １名 

 議題： 

１） 令和３年度セミナー開催実績報告

２） 令和４年度セミナー開催計画検討

３） 令和３年度ニュースレター発行実績報告

４） 令和４年度ニュースレター発行計画検討

５） 情報発信、会員サービスについて

１－５．ＬＣＡ日本フォーラム表彰選考委員会 

「令和３年度 第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰」に関する各賞の最終選考を行った。 

◇令和３年 １２月８日 於 産業環境管理協会F会議室及びｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）

出席：  委員 11名、 事務局 ２名 

議題：  

１） 表彰選考ＷＧによる事前審査結果について審議

２） 第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰の最終選考決定について

１－６．ＬＣＡ日本フォーラム表彰選考ワーキンググループ 

２回開催し、「令和３年度第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰」に関する募集要項及び審査基準を検討し、応

募申請内容の事前審査を行い、その結果をＬＣＡ日本フォーラム表彰選考委員会に提出した。 

◇第１回 令和３年 ７月５日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）

出席： 委員 ７名、 事務局 １名 

議題：  

１） 令和２年度 第１７回ＬＣＡ日本フォーラム表彰の総括

２） 令和３年度 第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰の開催内容検討

◇第２回 令和３年１１月２６日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）

出席： 委員 ７名、 事務局 １名 
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議題： 

３） 令和３年度第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰の一次審査審議

◇事前審査   委員 ７名 

１－７．JLCA-DB海外対応ワーキンググループ 

２回開催し、「The Global LCA Data Access(GLAD) Network」への対応について審議した。 

◇第１回 令和３年 ５月１４日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）

出席： 委員 ７名、 オブザーバー ２名、 事務局 １名  

議題：  

１） GLAD：工業会アンケートの結果報告

◇第２回 令和３年６月１５日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）

出席： 委員 ７名、 オブザーバー ４名、 事務局 １名  

議題：  

１） アンケ―ト結果の追加

２） 令和3年度のGLAD登録計画（運営委員会承認済み）
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２．ＪＬＣＡデータベース管理活動 

２－１．データベース運用実績 

ログイン実績  3，426件 （前年 2,186件） 

ページ閲覧実績  工業会データ 5，132件 （前年 3，514件） 

連結データ  999件 （前年 558件） 

２－２．データ新規追加・更新状況 

■２０２1年度１版 （2021/4/1-2021/6/30）

◆セメント協会のインベントリデ－タを３件更新

1. フライアッシュセメントB種製造

2. ポルトランドセメント製造

3. 高炉セメントB種製造

■ＬＣＡ連結データ公開（２０２０年７月）「CradletoGate」のインベントリデータ（2５０品目）

1. 日本化学工業協会

2. 日本自動車部品工業会

3. 日本ガス協会

4. 情報通信ネットワーク産業協会

5. 日本アルミニウム協会

6. 日本建設業連合会（H３０年度更新）

7. 日本電機工業会

8. 日本製紙連合会

9. 日本産業・医療ガス協会

10. プラスチック循環利用協会

11. 日本ゴム工業会

12. エンプラ技術連合会

13. 日本ソーダ工業会

14. 合成樹脂工業会

15. 全国段ボール工業組合連合会

16. カーボンブラック協会

17. 塩ビ工業・環境協会

18. 電子情報技術産業協会

（令和元年度９件新規追加） 

19. 日本電線工業

20. 日本壁装協会

21. 炭素繊維協会

２－３．「データベース整備事業」継続 

ＬＣＡ日本フォーラムでは、「平成２７年度データベース整備事業」が実施され、工業会データとＩＤＥＡとの

上流連結作業を行った「ＬＣＡ連結データ」を整備し、平成２８年度に公開（会員限定）した。「ＬＣＡ連結デ

ータ」は、工業会等から提供されている「インベントリ分析用データベース（工業会データ）」に、 ＩＤＥＡｖ

ｅｒ.２（H２９.１０）を連結計上した、プロセス合算型（Cradle-to-Gate）データとなっている。令和３年度は、ＩＤ

ＥＡがｖｅｒ.２からＩＤＥＡｖｅｒ.３に更新されたため、連結データの上流連結データの更新準備を行った。 
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３．研究会・研修活動 

３－1． 「GHGの削減貢献量算定」研究会 

委員長  醍醐 市朗（東京大学大学院工学系研究科 特任准教授） 

委員 本下晶晴（国立研究開発法人産業技術総合研究所 主任研究員） 

委員 稲葉 敦（一般社団法人日本LCA推進機構 理事長） 

WGメンバー 株式会社デンソー 住友化学株式会社 

ＴＤＫ株式会社 帝人株式会社 

キヤノン株式会社 三菱電機株式会社 

株式会社リコー みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社 

◇「GHGの削減貢献量算定」研究会 実施内容

GHGの削減貢献量の算定方法の解説、指導、事例研究の解釈と考察を進めた。

第６回 令和３年 ４月 ２１日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ） 

第７回 令和３年 ９月 １３日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ） 

第８回 令和３年 １１月 １０日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ） 

第９回 令和４年 １月 １３日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ） 

３－２． 「プラスチックのリサイクルを考える」研究会 

委員長   中谷 隼（東京大学大学院工学系研究科 講師） 

副委員長   森 史也（みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社） 

WGメンバー 花王株式会社 東罐興業株式会社 

大日本印刷株式会社 日本電気株式会社 

太平洋セメント株式会社 積水化学工業株式会社 

ユニチカ株式会社  味の素株式会社 

日揮グローバル株式会社 日揮ホールディングス株式会社 

ENEOS株式会社   日本環境設計株式会社 

◇「プラスチックのリサイクルを考える」研究会 実施内容

プラスチックに係る算定方法の解説、指導、事例研究の解釈と考察を進めた。 

第１０回 令和３年 ４月 ２３日於 産業環境管理協会 会議室及びｗｅｂ会議システム（Zoom） 

第１１回 令和３年 ６月 ３０日 於 産業環境管理協会 会議室及びｗｅｂ会議システム（Zoom） 

第１２回 令和３年 ７月 ３０日 於 産業環境管理協会 会議室及びｗｅｂ会議システム（Zoom） 

第１３回 令和３年 ９月 ３０日 於 産業環境管理協会 会議室及びｗｅｂ会議システム（Zoom） 

第１４回 令和３年 １０月 ２２日 於 ｗｅｂ会議システ（Zoom） 

第１５回 令和３年 １２月 ２１日 於 産業環境管理協会 会議室及びｗｅｂ会議システ（Zoom） 

第１６回 令和４年 ２月 １０日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

第１７回 令和４年 ３月 ２２日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

３－３． 「SDGs と ICT」研究会 

委員長  松野 泰也（千葉大学大学院工学研究院 都市環境システムコース 教授） 

副委員長   並河 治（株式会社日立製作所 ） 

折口 壮志（東日本電信電話株式会社） 

WG メンバー 株式会社東芝 日本電気株式会社 
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富士通株式会社  日本電信電話株式会社 

富士ゼロックス株式会社       三菱電機株式会社  

日産自動車株式会社 株式会社日立製作所 

キヤノン株式会社     株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 

一般社団法人サステナブル経営推進機構 

◇「SDGs と ICT」研究会 実施内容

SDGsへの取組において ICTの効果的な活用と課題点を整理し、LCAの活用方法を検討した。 

第5回 令和３年 11月 4日 於 ｗｅｂ会議システム（Tｅａｍｓ）/産業環境管理協会F会

議室 

３－４．カーボンリムーバル・リサイクル技術（CR2）研究プロジェクト 

WGメンバー 山本 良一 東京大学 名誉教授 

山地 憲治 東京大学/地球環境産業技術研究機構（RITE） 

稲葉 敦  一般社団法人日本LCA推進機構 

小野 透  日鉄総研株式会社  

礒原 豊司雄 日本製鉄株式会社  

山本 博已 一般財団法人電力中央研究所 

黒沢 厚志 一般財団法人エネルギー総合工学研究所  

加藤 悦史 一般財団法人エネルギー総合工学研究所 

河尻 耕太郎 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

杉山 昌広 東京大学 未来ビジョン研究センター 

桑江 朝比呂 国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所 

岸本 文紅 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

伊藤 昭彦 国立研究開発法人国立環境研究所 

伊坪 徳宏 東京都市大学環境学部環境マネジメント学科教授 

高橋 伸英 信州大学 繊維学部教授 

小田 潤一郎 秋田大学国際資源学部資源政策コース 

LCA算定WGの設置および算定の進め方について検討 

第６回 令和３年 ６月 ４日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

◇「カーボンリムーバル・リサイクル技術（CR2）研究プロジェクト」 LCA算定WG

座長 加藤 悦史 一般財団法人エネルギー総合工学研究所 

小田 潤一郎 秋田大学国際資源学部資源政策コース 

古島 康  みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社 

稲葉 敦  一般社団法人日本LCA推進機構 

桑江 朝比呂 国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所 

中野 勝行 立命館大学 政策科学部 政策科学科 

岸本 文紅 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

高橋 伸英 信州大学 繊維学部 

星野 清一 太平洋セメント株式会社 

中垣 隆雄 早稲田大学大学院創造理工学部教授 

ＣＲ２技術の LCA算定 

第１回 令和３年 １０月 ５日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom） 
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第２回 令和３年 １１月 ２９日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

第３回 令和４年 １月 １４日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

第４回 令和４年 ２月 ２８日 於 ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

３－５．ＪＬＣＡ－ＬＣＡ研修 

 ＬＣＡ研修（入門コース）を３会場にて２回（前期、後期）実施した。 

◇東京会場

日時① 令和３年７月１５日  参加者： ３１名 

運営・講師： 産業環境管理協会（ＬＣＡ日本フォーラム事務局） 

場所： ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

日時② 令和４年１月２０日   参加者： ３３名 

運営： 産業環境管理協会（ＬＣＡ日本フォーラム事務局） 

講師： 一般社団法人 日本電機工業会 齋藤氏  

場所： TKP神田駅前ビジネスセンター/ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

◇名古屋会場

日時 令和３年９月１５日 参加者： １７名 

運営・講師 ： 株式会社フルハシ環境総合研究所 

場所 ： 名古屋都市センター（名古屋市） 

◇大阪会場

日時 令和３年１１月２５日  参加者： ２５名 

運営・講師 ： 特定非営利活動法人資源リサイクルシステムセンター 

場所 ： おおきに南船場ビル（大阪市） 

４．普及・情報交流活動 

４－１．ＬＣＡ日本フォーラムセミナー開催 

ＬＣＡ日本フォーラムが主催のセミナーを５回企画・開催した。また、１件のイベントに協力した。 

① GHG削減貢献量算定研究会中間報告会と削減貢献量算定の動向

日時 ： 令和３年７月２日 １４:００－１６:４５

場所 ： TKP神田駅前ビジネスセンター/ｗｅｂ会議システム（Zoom）

参加者 ： 約１７０名

内容 ： カーボンニュートラリティや国際規格などの国際的な枠組みのなかでその役割が広がり

つつあるGHG削減貢献量算定についてこの研究会での取組の中間報告

削減貢献量とは 

東京大学 先端科学技術研究センター 醍醐 市朗 

削減貢献量の国内外におけるガイドライン等 

産業技術総合研究所 安全科学研究部門 本下 晶晴 

招待講演：気候変動、削減貢献に関する経団連の取組み 

日本経済団体連合会 環境エネルギー本部長 長谷川 雅巳 

解説：IEC/TC111 GHG削減貢献量算定等国際規格開発の取組み 

IEC/TC111/WG17 Convenor 蛭田 貴子（シュナイダーエレクトリック） 

同 Secretary 齋藤 潔(日本電機工業会) 

解説：ISO/WD14068（カーボンニュートラリテイ）と削減貢献量 
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日本LCA推進機構 稲葉 敦 

＜各社の取組紹介＞ 

キヤノンの取組み  

キヤノン株式会社 花本 英俊 

日本自動車部品工業会の取り組み 

株式会社デンソー 棚橋 昭 

三菱電機の取組み 

三菱電機株式会社 前田 智佐子 

閉会挨拶 

東京大学 先端科学技術研究センター 醍醐 市朗 

② 気候行動計画立案支援プロジェクトセミナー: カーボンニュートラルへの自治体の活動

日時： 令和３年１０月１９日 １４：００－１６：３０ 

場所： ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

参加： 約１００名 

内容： 地方自治体の気候行動計画の策定など、公共団体の脱炭素に関する最新動向を紹介 

開会挨拶 

LCA日本フォーラム事務局長 一般社団法人産業環境管理協会 専務理事 黒岩 進 

＜特別講演＞ 地域脱炭素の取組について   

環境省環境計画課 課長 松田尚之 

（Session1） カーボンニュートラルに向けた自治体の支援 

ゼロカーボンシティ実現のための新たな発想での計画づくり 

  芝浦工業大学 中口毅博 

カーボンニュートラルシミュレーターを活用した地方自治体での脱炭素政策の検討 

千葉大学 倉阪秀史 

脱炭素・未来ワークショップで地域脱炭素を考える 

芝浦工業大学 栗島英明 

（Session2） 地域の事例 

＜招待講演＞ 2050ゼロカーボンに向けた長野県の取組 

長野県 環境部環境政策課 課長 真関 隆 

（Session3） まとめ： LCAの活用 

産学公の共創に基づく地域における LCAの活用 

東京大学 菊池康紀 

閉会挨拶 

  LCA日本フォーラム会長 稲葉 敦 

③ 令和３年度 LCA日本フォーラム 国際動向セミナー

日時： 令和３年１２月９日 １４：００－１６：３０ 

場所： ｗｅｂ会議システム（Zoom） 

参加： 約１７０名 

内容： COP26の様子および最新の政策や国際規格の開発状況について紹介 
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基調講演 

COP26報告：世界が1.5℃目標へ、パリ協定が示す脱炭素化の道筋 

WWFジャパン 気候・エネルギーグループ オフィサー（非国家アクター連携担当） 

田中 健 

カーボンプライシングの方向性 

経済産業省 環境経済室 荒井 次郎 

ISOの動向 

ISO/TC207/SC７（GHGおよび関連する活動）/ISO14068（カーボンニュートラリテイ）の

動向（仮題） 

日本エネルギー経済研究所 工藤 拓毅 

ISO/TC２０７/SC５（LCA）/ISO14075（Social LCA）の動向（仮題） 

日本LCA推進機構 稲葉 敦 

ISO/TC323（サーキュラーエコノミー）の動向（仮題） 

東北大学名誉教授 中村 崇 

TC３２２（サステナブルファイナンス） の動向（仮題） 

東京理科大学 加藤 晃 

④ 第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰 表彰式及び記念講演

日時： 令和４年１月２８日

１３：３０－１４：４０ 第１８回 LCA日本フォーラム表彰 表彰式

１４：５０－１６：３０ 第１８回 LCA日本フォーラム表彰 記念講演

場所： オンライン（Zoom配信）

後  援：経済産業省 ／ 日刊工業新聞社

参加： 約８０名

内容： ＬＣＡ表彰受賞式及び受賞企業による表彰記念講演会

【経済産業省産業技術環境局長賞】  

「全国百貨店会員店舗を対象にした SCOPE３の実施」 

一般社団法人 日本百貨店協会 政策グループ主幹 高橋 亜子 

【LCA日本フォーラム会長賞】 

「タイヤの LCCO2算定ガイドライン Ver2.0を活用した国内市場に於ける CO2排出量削減効果の

公表、及びガイドラインVer3.0の作成」 

一般社団法人 日本自動車タイヤ協会 環境部会 部会長 

株式会社ブリヂストン  Gサステナビリティ部門主幹 森永 啓詩 

【LCA日本フォーラム奨励賞】  

「籾殻を原料、燃料とした、無機保温材の開発 

当該製品のライフサイクル CO2排出量等の定量化活動 

当該開発を契機とした社内啓発活動」 

日本インシュレーション株式会社 管理本部経営企画部 取締役部長 金子 一郎 

「飼料添加物DL-メチオニンの環境貢献」 

住友化学株式会社  レスポンシブルケア部 主席部員 林  真弓 
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「インドネシアの工場におけるオンサイト型排水処理システムの LIME3による LCA評価」 

株式会社新菱 経営企画本部 カーボンニュートラル室課長代理 金子 愛里 

「GHG削減貢献量評価手法の確立および普及」 

東京大学先端科学技術研究センター 准教授 醍醐 市朗 

⑤ Carbon Removal & Recycle (CR2)の LCA算定WG 報告会

日時： 令和４年３月１６日 １４：００－１６：００ 

会場： オンライン配信（Zoom） 

参加： 約１１０名 

共  催：化学工学会CCUS研究会 

＜式典＞ 

開会挨拶 

CR2-LCA算定WG 座長 一般財団法人エネルギー総合工学研究所 加藤 悦史 

LCA算定事例① BECCS 

信州大学 繊維学部 教授 高橋 伸英 

LCA算定事例② 低炭素型炭酸化養生コンクリート製品 

太平洋セメント株式会社 カーボンニュートラル技術開発プロジェクトチーム 星野 清一 

LCA算定事例③ バイオ炭  

立命館大学 政策科学部 准教授 中野 勝行 

LCA算定事例④ ブルーカーボン 

国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所 沿岸環境研究グループ長 桑江 朝比呂 

LCA算定事例⑤ 風化促進 

早稲田大学 創造理工学部 教授 中垣 隆雄 

WGメンバーによるパネルディスカッション 

モデレーター LCA日本フォーラム会長 稲葉 敦 

【共催・後援イベント】 

◇日本LCA学会「削減貢献量に関する講演会」

日時： 令和３年２月１５日 １３：００－１６：３５ 

会場： オンライン開催（ ZOOM ウェビナー） 

主催： 日本LCA学会環境負荷削減貢献量評価手法研究会 

共催： LCA日本フォーラム 
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４－２．ＪＬＣＡニュースレター発行 

下記のとおりニュースレターを発行（ホームページ掲載）した。 

◇第８１号： 令和３年 ６月 （ＬＩＭＥ３研究会報告）

◇第８２号： 令和４年 ３月 （特集 第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰 １）

◇第８３号： 令和４年 ３月 （特集 第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰 ２）

（５．ＬＣＡ日本フォーラム表彰参照） 

４－３．ホームページ 情報更新、普及活動 

◇コンテンツの情報更新

・ＪＬＣＡデータベース： データ新規追加・更新

・ＬＣＡ日本フォーラム表彰、セミナー、ＬＣＡ研修等の募集、開催案内、開催報告

◇メール情報配信  １７件

ＬＣＡ、環境効率関連のニュース、フォーラム主催イベント、その他関連情報を、会員に対して発信した。
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５．ＬＣＡ日本フォーラム表彰 

ＬＣＡ、環境効率に係わる優れた活動を表彰する「第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰」が実施され、「経済産

業省産業技術環境局長賞」、「会長賞」、「奨励賞」、「功労賞」を、下記の通り表彰した。 

第１８回ＬＣＡ日本フォーラム表彰 受賞者リスト 

部門 受賞者 活動の名称 

経済産業省産業技術環境局長賞 

環境経

営 
一般社団法人 日本百貨店協会 全国百貨店会員店舗を対象にした SCOPE３の実施 

ＬＣＡ日本フォーラム会長賞（１件） 

研究教

育普及 
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会 

タイヤのLCCO2算定ガイドラインVer2.0を活用した国内

市場に於けるCO2排出量削減効果の公表、及びガイドラ

インVer3.0の作成 

ＬＣＡ日本フォーラム奨励賞（4件） 

環境経

営 
日本インシュレーション株式会社 

籾殻を原料、燃料とした、無機保温材の開発 

当該製品のライフサイクルCO2排出量等の定量化活動 

当該開発を契機とした社内啓発活動 

環境経

営 
住友化学株式会社 飼料添加物DL-メチオニンの環境貢献 

研究教

育普及 
株式会社 新菱 

インドネシアの工場におけるオンサイト型排水処理シス

テムの LIME3による LCA評価 

研究教

育普及 

日本 LCA 学会環境負荷削減貢献量評価

手法研究会 
GHG削減貢献量評価手法の確立および普及 

【功労賞】 

山本 良一 （東京都公立大学法人理事長/前LCA日本フォーラム会長） 
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令和４年度活動計画書 

（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日） 

 環境マネジメントに関する国際規格化動向、欧州委員会における環境フットプリントやＧＨ

ＧプロトコルにおけるＳｃｏｐｅ３の進展、あるいは、自治体・工業会におけるＧＨＧ排出量の削

減貢献量の取り組みなど、サプライチェーン全体を通じたＬＣＡの活用が国内外に広がって

いる。近年では特にカーボンニュートラルな社会を目指すために、ＬＣＡが産業の隅々まで、

より網羅的に求められてきている。 

 こうした中、ＬＣＡ日本フォーラムは、平成１０年からの第１期ＬＣＡプロジェクト以来の成果

を広く我が国産業界に一元的に公開し続け、ＬＣＡの発展に欠くことのできないＬＣＡデータ

ベース（ＪＬＣＡ－ＤＢ）の利便性向上を図り、今後の在り方について広く議論を行い、さらな

る発展を期すこととする。 

その他、今年度も下記を柱とした活動を行う。 

① ＬＣＡデータベース（ＪＬＣＡ－ＤＢ）運営管理及び積極的活用の促進

② ＬＣＡ日本フォーラム表彰の実施

③ 情報発信活動としてセミナーの開催とニュースレターの発行

④ ＬＣＡと環境効率の研究会活動とＬＣＡ研修事業の実施

⑤ 国際動向の積極的な調査

１．事業内容 

１－１．ＪＬＣＡ－ＤＢ活用促進及び運営管理に係わる活動の実施 

① 平成２７年度より実施している「ＬＣＡ連結データ」について、引続き問合せ対応等の

フォローアップを行うほか、今後一層の活用促進のため、連結データの公開を行う

意思のある工業会を対象に、連結作業を円滑に進めるための支援事業を実施す

る。また、上流連結の IDEAv3 の更新に伴う連結データの更新を実施する。（支援

業務の委託先：産業技術総合研究所および産業環境管理協会）

② Ｔhe Global LCA Data Access(GLAD) Networkに対するフォーラムの対応として、

登録意思のある工業会の DB の登録作業をサポートする（登録作業の委託先：

TCO2株式会社および産業環境管理協会）。

１－２．ＬＣＡ表彰事業活動の実施 

① 日本国内のＬＣＡと環境効率に係わる優れた活動を表彰する。

「第１９回ＬＣＡ日本フォーラム表彰」  経済産業省産業技術環境局長賞

  ＬＣＡ日本フォーラム会長賞 

  ＬＣＡ日本フォーラム奨励賞 

  功労賞 
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② 応募期間（８月～１０月）

③ 表彰式 ： 受賞者の表彰式と表彰記念講演会を実施する。（２０２３年１月）

１－３．情報発信活動の実施 

① ＬＣＡと環境効率に関連したセミナーを５回程度開催する。

▪ 総会併設セミナー ：「プラスチックのリサイクルを考える」研究会 成果報告会

（２０２２年６月１５日）

② フォーラム主催セミナー

（ア） セミナー「LCA インベントリデータ、サプライチェーンデータ活用の動向と課題

（案）」（２０２２年７月）

（イ） 秋季セミナー：情報開示、TCFD、TNFD関連のセミナー（２０２２年９月）

③ 日本ＬＣＡ学会共催セミナー： 国際動向に関するセミナー（２０２２年１２月）

④ LCA表彰記念講演会： 受賞者より講演（２０２３年１月）

⑤ 小規模セミナーの開催

(ア) ＷＢＣＳＤ Ｐａｔｈｆｉｎｄｅｒ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋについて（２０２２年７月）

(イ) ＧＸリーグなどについて（２０２２年秋）

⑥ ＬＣＡと環境効率に関連した情報掲載の「フォーラムニュース」を２～３刊程度発刊

する。

⑦ ホームページの（会員専用）での動画配信

（ア） ＬＣＡの基本的な講座

（イ） セミナーのアーカイブ

⑧ データベースの英語ページの拡充

⑨ カーボンニュートラル宣言企業の応援：ホームページにてカーボンニュートラル企

業の発信ページ/リンク作成

⑩ その他、LCA評価事例の掲載

⑪ メールマガジン等により、ＬＣＡと環境効率に関連する情報の提供

⑫ ニュースレター発刊 年２～３刊程度

１－４．研究会活動の実施 

① 令和３年度に引続き、下記の研究会活動の継続を実施する。

▪ 「GHG削減貢献量算定」研究会

▪ 「プラスチックのリサイクルを考える」研究会

１－５．ＬＣＡ研修の実施 

ＬＣＡ実施者の裾野を広げるべく、データベースの継続運営、会員サービスへの強化を

含めたフォーラム全体の活性化を目的とし、フォーラム主催のＬＣＡ研修（入門コース）を
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実施する。３つの地域会場にて各１～２回程度開催する。 

・ 東京会場（６月２９日、２月頃）

・ 名古屋会場（８月２５日、１２月６日（予備、オンライン））

・ 大阪会場（１０月２８日）

１－６．CR2技術研究プロジェクトの継続 

 昨年度に引き続き、CR2技術の LCA評価事業を進め、CR2技術の LCA評価の普及・促

進を図る。本事業は、CR2技術を網羅的に評価することで、様々なCR2技術の開発、普及

に資することを目的とする。また、複数のガイドラインに照らし合わせ評価することにより、

CR2 技術における LCA 評価手法を検証するとともに、事例蓄積することで CR2 技術にお

ける LCA評価を普及する。成果は、セミナー開催、報告書の発行などで国内・外に発信す

る。 

１－７．国際動向調査と国際会議等への協力 

① 国際動向調査としての国際会議へ専門家を派遣する。

② 国際会議、学術会議等への協力（ＴＣ２０７、日本ＬＣＡ学会等）

２．年間スケジュール予定 

総会／委員会 

① 通常総会 年１回  (６月１５日)

② 運営委員会 年１回程度 （５月２４日）

③ ＬＣＡ／ＤＢ委員会 年１回程度 （５月１８日）

④ 情報企画委員会 年２回程度 （７月、３月）

⑤ 表彰委員会 年１回程度 （１２月）

⑥ 表彰選考ワーキンググループ 年３回程度（５月１６日、６月、１１月）









企画部



企画部エネルギー・環境グループ







ＬＣＡ日本フォーラム規約 

 （名称） 

第１条 本会は、ＬＣＡ日本フォーラム (以下｢フォーラム｣という。) と称する。 

 （目的） 

第２条 フォーラムは、我が国におけるＬＣＡ情報センターの役割を果たすことを目的として、経済産業省

プロジェクトとして構築されたＬＣＡデータベース（以下、「データベース」という。）の管理運営を行うとと

もに、学際的、業際的視点に立ち、ライフサイクルアセスメント (以下｢ＬＣＡ｣という。) の研究の成果お

よび情報の集積、ＬＣＡ関係者間の交流促進、並びにＬＣＡの啓発・普及活動を推進することとする。 

（事業活動） 

第３条 フォーラムは、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

（１）ＬＣＡデータベースの維持管理の運営

（２）会員へのＬＣＡ関連情報提供

（３）会員間の交流活動としてのセミナー等の開催および国際交流の実施

（４）ＬＣＡ研究の場の提供およびＬＣＡ標準化への貢献

（５）前各号のほか、目的達成に必要な事業

（会員）

第４条 フォーラムの会員は、工業会Ⅰ会員、工業会Ⅱ会員、工業会Ⅲ会員、団体等会員、学術組織会

員、優先企業会員、工業会Ⅱ登録企業会員、一般企業会員、大学研究室等会員および個人会員と

する。 

２ 工業会Ⅰ会員は、データベース構築に協力した工業会であって、基本経費部分に協力 

し、利用経費部分については工業会会員企業の自由意思に任せる工業会。 

３ 工業会Ⅱ会員は、データベース構築に協力した工業会であって、基本経費部分に協力 

するとともに、当該工業会会員企業のデータベース利用経費部分について工業会として協力する

工業会。 

４ 工業会Ⅲ会員は、データベース構築に協力した工業会の内、年間事業規模が別に定める額以下の

工業会であって、基本経費部分に協力する工業会。 

５ 団体等会員は、データベース構築に参画しなかった工業会、国公私立の研究機関等であって、基本

経費部分に協力するとともに、自らのＬＣＡ活動としてデータベース利用を行う組織。 

６ 学術組織会員は、フォーラムの目的および活動に賛同し、基本経費部分に協力する組織。 

７ 優先企業会員は、工業会Ⅰ会員の会員企業であって、データベース利用を行う企業。 

８ 工業会Ⅱ登録企業会員は、工業会Ⅱ会員により登録された企業であって、データベース利用を行う

企業。 

９ 一般企業会員は、工業会Ⅰ会員および同Ⅱ会員いずれの工業会の会員企業でなく、基本経費部分

に協力するとともにデータベース利用を行う企業。 

10 大学研究室等会員は、大学の研究室およびそれに準じるグループ又は非営利組織であって、基本

経費部分に協力するとともに、自らのＬＣＡ活動としてデータベース利用を行う組織。 

11 個人会員は、いずれの組織に属さない個人であって、基本経費部分に協力するとともに、データベー

ス利用を行う者。

 （会費） 

第５条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。 

 （入退会） 

第６条 フォーラムの会員になろうとする者は、別に定める入会申込書を会長に提出し、運営委員会の承

認を得なければならない。 

２ 会員がフォーラムを退会するときは、別に定める退会届を会長に提出しなければならない。 

参考資料２



   

 

３ 会員が次の各号の一つに該当するときは、退会したものとする。 

 （１）法人又は団体が解散又は破産したとき。 

 （２）死亡又は失踪宣告を受けたとき。 

 （３）会費を納入せず、督促後６ヶ月を経ても納入しないとき。 

 （除名） 

第７条 会員が別に定めるＬＣＡデータベース運用規則又は会費規則に違反したときは、運営委員会の３

分の２以上の議決をもって除名することができる。 

 （会長、副会長および監事） 

第８条 フォーラムに次の役員を置く。 

 （１）会長１名および副会長若干名 

 （２）監事２名 

２ 会長は、フォーラムを代表し、会務を統轄する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときはその職務を代行する。 

４ 監事は、フォーラムの収支決算書の監査を行う。 

５ 会長、副会長および監事は、総会において選任する。 

６ 会長、副会長および監事の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（顧問） 

第８条の２ このフォーラムに、顧問を置くことができる。 

２  顧問は、学識経験者又はこのフォーラムに功労のあった者のうちから、会長が委嘱する。 

３  顧問は、このフォーラムの運営に関して会長の諮問に答え、又は会長に対して意見を述べる。 

４  顧問の任期は、２年とする。 

 （総会） 

第９条 総会は会員をもって構成する。 

２ 総会は、会長、副会長および監事の選任、事業計画、予算・決算の承認、その他重要事項を審議し、

決定する。 

３ 総会は、毎年１回以上開催する。 

４ 総会は、構成員の２分の１以上の出席をもって構成し、出席者の過半数の同意で議決するものとす

る。 

 （運営委員会） 

第 10 条 フォーラムに運営委員会を置き、次の者をもって構成する。 

 （１）委員長  １名 

 （２）副委員長 １名 

 （３）委員  ２０名程度 

２ 運営委員会の委員長、副委員長および委員は、会員の内から会長が選任する。 

３ 運営委員会は、フォーラムの活動に関し必要な事項を処理し、委員会に付議する事項を審議する。 

４ 運営委員会は、運営委員長が必要と認めた場合開催する。 

５ 第８条第６項の規定およびただし書きは、運営委員会委員長、副委員長および委員の任期に準用す

る。 

６ 第９条第４項の規定は、運営委員会の定足数及び議決に準用する。 

 （部会および委員会） 

第 11 条 運営委員会の議決により、フォーラムに専門部会および専門委員会を置くことができる。 

 （事務局） 

第 12 条 フォーラムの事務局は、一般社団法人産業環境管理協会に置く。 

 （規約の改正） 

第 13 条 本規約の改正は、総会の議決により行う。 

 



   

 

 附 則  

１．この規約は、平成７年１０月２５日より施行する。 

２．この規約の改正は、平成１６年４月１日より施行する。 

３．この規約の改正は、平成１７年 4 月１日より施行する。 

4．この規約の改正は、令和３年 4 月１日より施行する。 
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